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本書『ロックフェラー家と日本―日米交流をつむいだ人々』は、ロックフェラー家と日本
のつながり、特に国際文化会館の生みの親で「ジョンとシゲ」と互いに呼び合うジョン・D・
ロックフェラー3 世と松本重治の友情の絆を中心に、戦前・戦後を通して日米文化交流の基
礎づくりに寄与した日米のエリートたちからなる「知の共同体」を描いた力作である。 
 
本書の構成は次のとおりである。 
はじめに  
第一章 王朝の形成  
   王朝の都ニューヨーク 
   父不在の家族 
   プロテスタンティズム倫理の体現者 
   スタンダード石油の誕生 
   泥棒男爵（ロバー・バロン） 
   細部にこだわるタイタン（帝王） 
 
第二章 第二世代と近代フィランソロピーの確立  
   結婚と長男の誕生 
   ニューヨーク進出 
   オルドリッチ家と東洋美術 
   増え続ける富とジュニアの修業 
   シカゴ大学創設 
   父と違う道を選んだジュニア 
   野口英世とロックフェラー医学研究所 
   黒人教育の支援 
   ロックフェラー財団設立 
   ラドロウの悲劇 
   中国支援―チャイナ・メディカル・ボード 
   ジュニアと日本との出会い 
ジュニアの新しい世界―自然保護 
自然保護から歴史遺産保全へ 
 
第三章 多彩な第三世代  
   長女バブスの反抗 
75
 
 
   大統領になりそこねた次男ネルソン 
   ベンチャー投資で成功した環境保護活動家、三男ローレンス 
   異端児四男ウィンスロップ 
   金融界の覇者、末弟ディヴィッド 
 
第四章 広がる日本とのかかわり  
   父子の亀裂―コロニアル・ウィリアムズバーグの運営をめぐって亀裂 
   ジョン―第三世代のミスター・ジャパン 
   ジョンとシゲの戦後再会 
   ダレスへの報告書 
   知的交流計画の実現 
   文化センター準備委員会発足とジャパン・ソサエティ復活 
   「ハウス」の必要性 
   募金と用地の確保 
   脱ロックフェラー依存を求めて 
   ロックフェラー財団の戦後日本支援 
   日本美術とジョン 
   英語教育改善の試み 
深まる皇室とのつながり 
日本を越えたアジアの世界へ 
アーティスト支援活動 
兄弟の確執 
 
第五章 第四世代―反逆と和解  
   反逆するカズンたち 
   癒しの絆 
   和解と伝統回帰 
   ロックフェラー家と「キープ協会」 
   羽ばたく四代目当主ジェー 
 
終章 ジョンとシゲ  
   長寿の DNA 
   最後の対話   
 
著者加藤幹雄氏は、1936 年に生まれ、1959 年に早稲田大学政治経済学部を卒業した。米
国ブランダイス大学に学び、帰国後は国際文化会館に勤務する。同会館では企画部長、常務
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理事を経て常任参与まで歴任した。戦後日本のアメリカ研究の振興に尽くすとともに、文化
交流の分野において日本を代表する親米リベラル派の一人として、多くの人々から尊敬さ
れている。 
著書に The First Fifty-five Years of the International House of Japan: Genesis, 
Evolution, Challenges, and Renewal (Tokyo: I-House Press, 2012)があり、編著に『国際
文化会館 50 年の歩み 1952 -2002』（国際文化会館、2003 年）、マーティン・コルカットと
の共編 Japan and Its Worlds: Marius B. Jansen and the Internationalization of Japanese 
Studies (Tokyo: I-House Press, 2007)がある。訳書にマリウス・ジャンセン『日本 二百年
の変貌』（岩波書店、1982 年）、ロナルド・ドーア『21 世紀は個人主義の時代か 西洋の系
譜と日本』（サイマル出版会、1991 年）、アマルティア・セン『グローバリゼーションと人
間の安全保障』（日本経団連出版、2009 年）などがある。 
 
本書は、はじめと終章を含め 7 つの章、計 304 頁からなる。そのうち 100 頁を割いて「ロ
ックフェラー3 世と日本とのかかわり」を扱った第四章は圧巻である。そこでは、ロックフ
ェラー家ならびにロックフェラー財団の文書、それに関係者とのインタビューを通して得
た情報に加え、国際文化会館の国際文化交流事業を通して長きにわたり身近に松本重治と
ロックフェラー3 世と接してきた著者でないと知りえない「ジョンとシゲ」の間のやり取り
や日米交流の内部事情が詳細かつわかりやすく紹介され論じられている。同時に、リベラル
な国際派知識人としてのロックフェラー3 世と松本重治の世界観や思想、それに人となりに
も触れつつ、深い敬愛の念をもって指導者としての二人の人物像が見事に描かれている。 
 
また、著者は、生まれ、家庭環境、宗教、巨万の富の重圧など、時代と環境の二つの条件
がジョン・D・ロックフェラー3 世の性格や人間形成それにその後の人生に及ぼす影響を強
く意識しつつ、歴史における個人の役割やエリート指導者が文化関係に果たす役割、それに
「人間の顔をした」日米関係を見事に描いている。その点で、著者は、民間人が戦後日米文
化交流において果たした役割と特筆すべき貢献を活写することに成功している。 
 
一般にどの時代であれ、歴史上の人物像をバランスよく描くことは容易ではない。まして
や公・私にわたり個人的に関係の深かった人物を対象とする場合、公平に評価しその人物像
を描くことは至難の業である。現在の日米文化関係が過去の延長線上にあるだけに、強い影
響力を及ぼしたロックフェラー3 世のような人物を、公平にバランスよく描くことは大変難
しい。その点で、労作の本書でさえ所々でその難しさと著者の苦労が感じられる。 
 
ロックフェラー3 世の日米文化交流事業に対する偉大な貢献について異論を唱える人は
ほとんどいないであろう。本書では、ロックフェラー家の人々、なかでもロックフェラー3
世が、先見の明がある類まれな慈善事業家として、日本とのかかわりの深い人物として、米
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国の良心を体現した敬愛すべき理想的なアメリカ人として肯定的に描かれている。 
 
しかし、ロックフェラー3 世は「銀の匙」を口にくわえてエリートの家に生まれてきた米
国人である。それゆえに彼には、上流階級のリベラル派の言動に見受けられる「二重基準」
や、アメリカン・リベラリズムに見られる「ある種の便宜主義」といった「限界性」が見ら
れなかったか。本書が描くように、ロックフェラー3 世の動機は清く純粋であり、彼の言動
には矛盾らしきものは全く見られなかったのか。言い換えれば、ロックフェラー3 世は人種
問題を含む当時の社会問題に対して自己のリベラルな立場を貫いたのだろうか。 
 
ここでロックフェラー3 世の一面を表す興味深い事実を紹介したい。それは、資金的に行
き詰ったエリザベス・サンダーズ・ホームのために約 25,000 ドルを募金する目的でニュー
ヨークを訪れた、日本の社会事業家でエリザベス・サンダーズ・ホームの創設者、澤田美喜
に対してとった対応に関するエピソードである。エリザベス・サンダーズ・ホームとは、対
日占領中に強姦などで占領軍兵士と日本人女性との間に「望まれずに」生まれた混血児
（1953 年の調査ではその数は 4972 人、「GI ベビー」とか「戦後の落とし子」と呼ばれた）
を収容し世話をするために 1948 年に設立された民間救済施設のことである。人道主義的動
機に基づく澤田の懇願にもかかわらず、ロックフェラー3 世は、「GI ベビー」問題に対して
一定の距離を置き、澤田の寄付の要請に全く応じようとはしなかった。（From Donald H. 
McLean, Jr. to John D. Rockefeller,3rd（以下、JDR3rd と略称）, September 18, 1952; 
From JDR3rd to Dana S. Creel, Subject “GI Baby” Problem, February 2, 1955, 
Rockefeller Family Archives, RG5, John D. Rockefeller, 3rd Papers, Series 1-OMR files, 
Box 51, Folder 458, Rockefeller Archive Center, Tarry Town, New York）。 
 
その理由として次の三点を指摘できよう。一つは、「自由は責任を伴う」というバプティ
スト派の信条からして、敬虔なキリスト教徒であるロックフェラー3 世の目には混血児の存
在は米軍の道徳的退廃を示すものであり、米軍部による日本占領の恥部と映ったのであろ
う。 
二つは、当時の日本は貧困、人口増加、食糧不足問題の上に、産児制限それに堕胎という
倫理的・道徳的な問題を抱えていた。これらの社会問題に加え、混血児の収容施設の存在は
共産主義者によってカウンター・プロパガンダとして利用されるところとなり、日本人の反
米感情を煽りかねないと恐れたのではないか。 
三つは、当時の GHQ および米国政府は、混血児の問題に対して「無視・無関心」の方針
を採用していたことから、ロックフェラー3 世は、米国政府のメンツや日米関係を損なうこ
とになりかねないような行動には慎重であるべきだと考えたであろう。したがって、ロック
フェラー3 世にとって「GI ベビー」問題はかかわりたくない、可能ならば避けて通りたい
問題であったと考えられよう。 
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本書が優れた力作であることはすでに述べた。成功ゆえに、読後さらに知的好奇心をそそ
られて、最近の日米同盟関係の全般的性格などについてもっと知りたいと思う読者は、評者
一人ではないであろう。一つは、政府と民間財団の関係、すなわち「癒着」とも解せなくも
ない連邦政府と民間組織の緊密な連携プレーについてである。たとえば、国務省官僚と緊密
な連絡を取り政府の方針に沿う形で民間人として政府に協力するロックフェラー3 世、ロッ
クフェラー財団の会長を務め、後にケネディ政権の国務務長官となるディーン・ラスクなど、
政府（ワシントン）と民間組織の間を出入りする高級官僚（「インズ・アンド・アウターズ」
と呼ばれる）の活動について知りたいものだ。 
二つは、米国の国益は何なのか、日米関係ならびに日米文化関係が米国の世界戦略の中で
占める位置をどのように捉えたらよいのかである。また、ロックフェラー3 世など、ロック
フェラー家が米国の対外政策への軍産複合体の影響を抑制できない理由はどこにあるのか
などについてさらに知りたいと思う。 
三つは、戦後、親米エリートを中心に日米の知識人の間で文化交流が展開されたが、その
文化交流からどのような日米関係が生まれたのか、それはどう評価されるのかについてで
ある。政府支援の文化交流事業に対するリベラル派知識人のアンビバレントな（はずの）立
場についても把握してみたい。 
四つは、本書は、ロックフェラー3 世の親日的な面を強調することで意図的ではないにせ
よ、多くの日本人が抱く「米国に愛されたい」、「米国は日本を特別に大事にしてくれている」
という一方的な妄想や米国像を結果的に補い、強めることになってはいないか。この点を評
者は懸念し、かつて検討対象としたことがある1。 
  
最後に、グランド・テイトン→グランド・ティートン（78、79、81、102 頁）、アパラキ
ア山岳地帯→アパラチア山岳地帯（248 頁）といった誤植の可能性を指摘し、本書評の結び
としたい。 
  松田 武（アメリカ史） 
 
 
 
 
1 拙著『戦後日本におけるアメリカのソフト・パワー－半永久的依存の起源』岩波書店、
2008 年。 
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